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□開催概要

【日時】
• 2022年7月16日（土）
• 2022年9月13日（火）～17日（土）

【会場】丘の上 結いスクエア（飯田市）

【対象地区の特性】
飯田市は、「丘の上」と呼ばれる旧市街
地に中心市街地活性化基本計画が策定さ
れ、にぎわいの再生が進められてきた。
特にグリーンベルトの一つである「りん
ご並木」の沿線では、飯田の住民参加型
まちづくりの象徴的な取り組みがいくつ
もなされている。さらに、飯田まちづく
りカンパニーを中心にして、まちなか居
住に先鞭をつけた都市再開発事業や、空
きビルを活用した商業施設等整備事業な
ど、先駆的なエリアマネジメントの取り
組みがなされてきた。

図 飯田市全域及び対象地区の位置（赤丸）

出典：飯田市HP

図 対象地域になりうるエリア及び道路 出典：YAHOO地図



□開催概要

一方で2027年予定のリニア開業を見据え
た、全市的な取り組みも飯田では進んで
いる。今回のワークショップの会場であ
る「丘の上 結いスクエア」もまた、リ
ニア駅開業後の中心拠点の要の一つとし
て計画された複合施設であり、リニア駅
の開業に伴い、飯田駅の役割と駅前拠点
強化の重要性が考慮された事業である。

【テーマ】
今回は、新たなチャレンジと、これまで
のふり返りの2つを基軸に据える。1つは、
学生主体のまちづくりcaféの開催、もう1
つは、walkable cityをテーマとしたワー
クショップを行う。



□提案内容と成果物

3グループに分かれて以下の２つの取組を行う

【取り組み１】まちづくりcafe@飯田シャレットワークショップ
各グループが、独自の「まちづくりcafe」を企画し、シャレットワークショップ

期間中に各グループ1回、計３回開催する。テーマ等は各グループが独自に企画する。

A班：いつもの「みち」 これからの「みち」

B班：飯田アンチエイジングまち会議
C班：飯田市の魅力を再発掘！みんなでデートコースを考えよう

【取り組み２】シャレットワークショップ（walkable city iida）
国土交通省のwalkable city事業に沿う形で、飯田市における同事業の展開を提案

する。各グループで、walkable streetの範囲、デザイン及び仕掛けを提案する。
Walkable streetの対象としては、りんご並木から延長するサクラ並木、中央通り、
橋北のまちなかまるごと博物館界隈、飯田駅周辺等が考えられるが、単純にstreet
のデザインだけではなく、沿道の建物との関係を考え、沿道の建物と一体的にデザ
インを考えられるとよい。
成果物は従来のシャレットワークショップ同様、A1サイズの模造紙2枚（パネル展

示）、模型、プレゼンテーションファイルの制作が必須である。最終日に講評会を
行う。



【学生（３２名）】
■豊橋技術科学大学
修士２年生７名（内、留学生２名）
修士１年生５名（内、留学生１名）
学部４年生５名
研究生１名
■長野高専
専攻科２年生２名
本科５年生４名
■豊田高専
本科５年生１名
本科４年生１名
■福井高専
本科４年生１名
■前橋工科大学
学部４年生５名

【グループ編成】
３班（各グループ10～11名）

【指導教員】
■豊橋技術科学大学 浅野純一郎 坪井志朗
■長野高専 柳澤吉保 轟直希
■豊田高専 佐藤雄哉
■前橋工科大学 辛島一樹
■明海大学 劉一辰

【全体サポート】
■豊橋技術科学大学 秦瑞希（D３）

□参加者
氏 名 所 属 学 年
小川 花於里

豊橋技術

科学大学

浅野・

坪井研

究室

M2（修士2年）

奥山 博人 M2

川崎 泰奈 M2

佐橋 寿理 M2

山本 悠衣 M2

宇田 智哉 M1（修士1年）

小倉 颯太 M1

近藤 良太 M1

鈴木 一輝 M1

渡邉 拓実 M1

相原 哲生 B4（学部4年）

大橋 悠 B4

川上 快 B4

下田 遥生 B4

鈴木 朋哉 B4

Endang Purnamasari（エンダン） M2（国際コース）

Andi Ayurita Yusri Tanra（アンディ） M2

Marziah Mubassharina Mumu（ムム） M1

Arneda Gjeta（アーネダ） 研究生

宮之内 健斗

長野高専

柳沢・

轟研究

室

専攻科2年

横田 柊兵 専攻科2年

大山 慶 環境都市工学科5年

西林 さくら 環境都市工学科5年

平塚 庸太郎 環境都市工学科5年

松本 詩季菜 環境都市工学科5年

伊藤 春菜 豊田高専 - 環境都市工学科5年

山本 晴稀 福井高専 高専体

験入学

環境都市工学科4年

竹内 沙爽 豊田高専 建築学科4年

鈴木 海陸

前橋工科

大学

辛島研

究室
建築学科4年

坂野 怜太
谷口 想人
前田 大輝
吉田 恭央



□スケジュール

事前学習 7月16日（土）
• 市役所や地区からの諸説明
• まちあるき

初日 9月13日（火）：提案シナリオの検討
• 現況把握、課題・特徴の整理
• コンセプト考案
• まちづくりカフェ（飯田アンチエイジングまち会議）

２日目 9月14日（水）：提案シナリオの具体化
• 中間発表
• 情報収集、アイデア出し
• まちづくりカフェ（いつもの「みち」 これからの「みち」 ）

３日目 9月15日（木）：成果物作成
• 中間発表
• 提案内容の具体化、模型作成
• まちづくりカフェ（飯田市の魅力を再発掘！みんなでデートコースを考えよう）

最終日 9月16日（金）：成果物作成、発表
• ボード（A1・2枚）、模型、パワポ作成
• 成果発表会



□事前学習

• 現地調査及びガイダンス
シナリオ検討のため、現地でしか収集できない情報を得るため、現地調査を行っ
た。また、市役所職員や地元住民から対象地区の概要について説明いただいた。

現地調査やガイダンスの様子



□初日：提案シナリオの検討、まちづくりカフェ1日目

• 現況把握、課題・特徴の整理、コンセプト考案
各グループでまち歩き・現況把握を行い、対象ストリートの選定、課題・特徴

の整理を行ったうえで、コンセプトについて検討した。

• まちづくりカフェ（飯田アンチエイジングまち会議）

会場にお越しいただいた市民から飯田市の良いところ、悪いところを伺い、若
者にとってなにが必要とされているのか、を話し合う

作業の様子 まちづくりカフェの様子



□２日目：提案シナリオの具体化、まちづくりカフェ2日目

• 中間発表、情報収集、アイデア出し

検討した提案シナリオを発表し、指導教員や他グループから助言を得た。その助言を
踏まえ、提案シナリオの具体化を行った。

• まちづくりカフェ（いつもの「みち」 これからの「みち」 ）

飯田市のこれまでの「みち」にまつわる歴史や現状を説明していただき、4・5
人の班でよいと思う「みち」について話し合う。

中間発表の様子 まちづくりカフェの様子



□３日目：成果物作成、まちづくりカフェ3日目

• 中間発表、提案内容の具体化、模型作成

具体化した提案シナリオについて発表し、指導教員や他グループから助言を得た。そ
の助言を踏まえ、最終成果物（パネル、模型、パワポ）の作成に取り掛かった。

• まちづくりカフェ（飯田市の魅力を再発掘！みんなでデートコースを考えよう）

飯田市のこれまでの「みち」にまつわる歴史や現状を説明していただき、4・5
人の班でよいと思う「みち」について話し合う。

模型作成の様子 まちづくりカフェの様子



□最終日：成果物作成、発表

• 成果物作成
パネル作成、模型作成、成果発表に用いるパワーポイント作成を進め、完成させた。

• 成果発表会

地元住民・高校生、市役所職員の前で、各グループ成果発表を行い、参加者か
ら意見・感想、指導教員から講評を受けた。

最終成果発表会の様子 成果物の模型



参加者との集合写真講評の様子

趣旨説明 浅野先生（豊橋技科大） 会場の様子

□最終日：成果物作成、発表



□成果物 A班 商店街の活性化を促すウォーカブルシティの提案





B班 よむとすのみち ～学びの点在と繋がり～





C班 飯田駅・丘の上結いスクエアを中心としたWakable cityの提案




